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本学科では、レベル 2 臨床実習（2年次に行う 2 週
間 2 期で 2 施設での短期実習）とレベル 3 臨床実習
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（Ⅰ・Ⅱは 3，4 年次に行う 8 週間 2 期で

































































下、レベル 2 学生）Ⅰ期Ⅱ期とも64名、レベル 3 臨床
実習参加学生（以下、レベル 3 学生）Ⅰ期55名、Ⅱ期















































レベル 2 身体（以下、Lv2 身体）、レベル 2 精神（以
下、Lv2 精神）、レベル 3 身体（以下、Lv3 身体）、レ
ベル 3 精神（以下、Lv3 精神）の自分のCCS理解度の




Lv2 身体 2.87… 0.55…
Lv2 精神 2.70… 0.56…
Lv3 身体 3.00… 0.53…
Lv3 精神 2.98… 0.37…
今回の学生の自分のCCS理解度の全体での傾向は、










ただ、Lv2 身体とLv2 精神、Lv3 身体とLv3 精神、
Lv2 身体とLv3 身体の間に有意差はなかった（有意水
準 5％）。一方、Lv2 精神とLv3 精神の間には有意差
が認められた（有意水準１％）。（図2）
次に、Lv2 身体、Lv2 身体、Lv3 身体、Lv3 精神そ
れぞれのCCS学内イメージの自由記述について、グ























































表 1 および図 1 の結果より、特にレベル 2 学生で
CCS方式の理解度が十分でない事が推測された。初め
て 2 日以上の実習に参加するレベル 2 の学生におい
て、学内での教授内容や教授方法を検討する必要があ
ると考えられた。








































会に説明してきた。レベル 2 学生は、レベル 1 臨床実





























（2） レベル 3 における領域別での内容の比較



































































































































in…2005.…To… improve…CCS… instruction,…students…must… first…understand…the… learning…process…of…CCS…based…






level…2 and…3 …( 2 nd…and…3 rd…year,…respectively)…fieldwork.…All…analyses…were…anonymous.
Results:…Average…student…comprehension… level…was…2.3–3.0… (out…of… 4 )…at… levels… 2 …and…3.…Level… 2 …psychiatric…area…
was…the… lowest,…and… level… 3 …physical…area…was…the…highest.… “Stepwise…guidance…method,”… “experience…many…
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